
〇新公立病院改革プランについて（地域医療構想関係部分） 

小牧市民病院 

【地域医療構想を踏まえた役割】（Ｐ12） 

当院は、「第３次救急医療病院」、「地域がん診療連携拠点病院」、「地域医療支援病院」、

「災害拠点病院」などの指定を受け、当医療圏の中核病院に位置づけられており大学病

院本院に次ぐレベルの医療機関として、当医療圏で唯一の「ＤＰＣ医療機関群Ⅱ群」の

適用を受けています。 

そこで、救急医療、周産期医療、小児医療、がん医療など、地域医療機関との連携の

もと、高度で質の高い医療の提供を推進しています。今後も、健全経営に努め、地域に

おいて民間医療機関では提供できない高度な医療を継続して提供していくことが当院の

果たすべき役割です。

地域医療構想では、当医療圏は、75 歳以上人口は平成 37 年に大きく増加、平成 52 年

には減少し、医療圏全体の人口は平成 25 年以降、県全体と同様に減少するという見込で

す。 

当院は、当医療圏の中核病院として、救急医療、高次医療、がん診療を中心とした医

療を継続的に行い、高度急性期及び一般急性期における役割を果たします。 

【再編・ネットワーク化の必要性の検証】（Ｐ19） 

当院は、当医療圏の中核病院として、地域の医療機関との連携を強化し、また、地域医

療支援病院として地域医療ネットワークの構築に努めます。 

＜再編・ネットワーク化の見直しの必要性について＞ 

当医療圏内の公的病院は、小牧市民病院、春日井市民病院、江南厚生病院の３病院であ

ります。それぞれが地域の基幹病院として 500 床以上の病床を確保するとともに、８割を

超える病床利用率であることから、再編・統合の措置は必要がないと考えます。 



【数値目標について】（Ｐ14～Ｐ17） 

＜医療機能等指標に係る数値目標＞ 

※平成 27 年度までは実績値、平成 28 年度は見込み

＜経営の効率化に対する取り組みと数値目標＞
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